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海上保安庁からの情報提供

令和２年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第１回）

アウトライン

１．海上保安庁の業務と体制

２．コロナ禍における急患対応

３．７月豪雨対応

海上保安庁 警備救難部救難課 医療支援調整官 佐々木 千寿



●尖閣諸島、竹島、北方四島

周辺海域における監視・警戒

●海洋権益の保全

海難救助

危険物積載船舶の火災事故に
対応する巡視艇

●大規模な油・有害危険物質の

排出事故災害対策

●地震津波等の自然災害対策

海上防災

●海底地形調査

●海象観測

●海図の作製

●海洋情報の管理・提供

●港内・ふくそう海域 (東京湾等)等の

安全対策

●航路標識(灯台、電波標識等)

の管理

●航行警報等の迅速な提供

●海洋環境保全のための

指導・啓発活動

●海上環境事犯の摘発

●関係国との連携協力
●諸外国への能力向上支援
●国際機関との協調

●テロ対策・原発警備

●海事関係法令・漁業関係法令取締

●外国漁船違法操業対策

●密輸・密航対策

●不審船・工作船への対応

●海賊対策

治安の確保 海上交通の安全確保

海洋環境の保全

国際連携協力

●海難への即応体制の確保

●救助活動

●海難情報の収集・分析

海上保安庁の主な業務

測量船や各種無人調査機器による海洋調査

AUV

AOV

測量船

領海警備を行う巡視船

火災事故に対応する巡視艇

海上交通センター

海岸清掃活動の様子
吊り上げ救助

外国海上保安機関との連携協力
（世界海上保安機関長官級会合）

押収した覚醒剤等

領海警備 海洋調査



○離島・遠方海域関連
・中国漁船による違法操業
・離島への不法上陸
・覚醒剤等の密輸

○ロシア・北方領土関連
・日本漁船の被だ捕

（ロシア警備船による銃撃）

南鳥島

小笠原諸島

○南西諸島関連
・中国漁船の太平洋進出

○本州東方海域関連
・多数の外国漁船の活動

○尖閣諸島周辺海域関連
・外国公船による領海侵入等
・中国・台湾活動家等による領有権主張活動
・外国漁船による領海侵入
・外国海洋調査船による海洋調査
・小型無人機（ドローン）らしき物体の飛行

○韓国・竹島関連
・外国漁船による違法操業 ・日本漁船の被だ捕
・韓国法執行船との対峙 ・外国海洋調査船による海洋調査

沖ノ鳥島

○離島・遠方海域関連
・外国漁船による違法操業等
・中国海洋調査船による海洋調査

尖閣諸島

○ロシア関連
・ロシア海洋調査船を確認（海洋調査は未確認）
・外国漁船による違法操業

領海警備（我が国周辺海域における重大な事案）

○北朝鮮関連
・北朝鮮漁船による違法操業（大和堆）・ミサイル発射
・木造船等の漂流・漂着 ・北朝鮮からの脱北
・不審船・工作船の出没



海難への対応
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海難発生状況

船舶事故隻数（隻数） 人身事故者数（人数）

【衝突海難行方不明者捜索救助】
【浸水漁船乗組員捜索救助】
宇和島管内鹿島沖第三十三長栄丸浸水事案
(H30.12) 乗組員３名全員救助

３名が乗った救命筏

銚子沖貨物船衝突事案(R1.5)
乗組員３名救助（死亡）、１名行方不明

【転覆船乗組員捜索救助】
釧路市南方50海里日本漁船転覆事案
(R1.8) 乗組員７名全員救助

【火災船乗組員吊上げ救助】

輪島市曽々木沖貨物船火災事案(R1.8)
乗組員１０名全員救助

【漁船乗揚げ乗組員捜索救助】
トカラ列島漁船乗揚げ事案(R1.7)
乗組員５名全員救助

納沙布岬沖東方320海里日本漁船転覆事案
(R1.9) 乗組員１名救助(死亡)、7名行方不明

【貨物船機関故障乗組員救助】
沖縄本島南東沖貨物船機関故障事案(R1.9)
乗組員14名救助、6名保船要員として在船

令和元年度救急救命士が対応した

救急件数165件



中等症

67名

39%

重症

33名

49%

重篤

17名

12%

死亡

23名

14%

軽症

25名

15%

日本

110名

67%

フィリピン

16名

10%

中国

13名

8%

インドネシア

7名 4%

その他

19名 11%

国籍別

 外国籍傷病者の対応が約３割を超える。

傷病者接触時間別

0-30分

36名

22%

31-60分

78名

47%

61-90分

31名

19%

91-120

分

5名

3%

12１分以

上

15名

9%

1６５名

重症度別

１６５名

１６５名

 120分を超える症例が約1割を占める。

洋上で発生した急患への対応状況
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県立南部医療センター

市立函館病院

市立釧路総合病院

仙台医療センター

日本医科大学多摩永山病院

名古屋掖済会病院

府立泉州救急救命センター
鹿児島市立病院

島根県立中央病院
新潟市立病院

海保ＭＣ体制

全国で一つのＭＣ 海保ＭＣ体制

回転翼機
１時間出動圏

済生会福岡総合病院

救急救命士配
置航空基地等
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洋上における「新型コロナウイルス感染症患者等への対応」

大黒ふ頭着岸中のＤ号

〇横浜港ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｾｽ対応（2/3～3/25）
患者等搬送（急患、有症者）、医師・看護師・検疫所職員
等関係者の搬送物品搬送（検体、検査キット）、監視・警戒

急患搬送時の懸念事項
・代理店の船艇難航（外国船員）
・港や空港の利用に関する手配
・職員の感染症に関する知識・訓練不足
・熱中症対策
・航空機内・船内の養生
・船艇、航空機のゾーニング（区画設定）
・長時間搬送時の患者負担
・資機材不足への不安
・使用した感染廃棄物の処理
・巡視船艇、航空機の消毒

※（関係機関）との連携強化

離島からの陽性患者搬送

（巡視船艇） （航空機）

急患輸送時における感染防護（ヘリ機内）
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４

八代海八代海

●女島

●肥前鳥島

●男島

令和２年（２０２０年）７月豪雨に関する対応

●被災者支援
・給水支援等
【7～10日】八代港における給水
・物資輸送等
【8日】多良木町内の避難所へ物資輸送（回転翼機）

（食料、飲料水、トイレットペーパー、衛星携帯電話）

●漂流船等対応（計４８隻） ●浮流油対応 ●漂着ボンベ対応
・八代海 ４４隻 ・宮崎市沖 ２隻 ・芦北沿岸部 ２件 ・八代海 ５７本
・有明海 ２隻

●吊上げ救助等（計２２名）
・孤立者対応等
【4日】 9名を吊上げ救助、3名を陸上へ搬送救助
【5日】 3名吊上げ救助）
【6日】 3名を吊上げ救助
【8日】 １名を吊上げ救助、3名を搬送救助
●漂流者・行方不明者情報等

・球磨川 【4日～】
※20～21日 関係機関との合同一斉捜索実施、
・南さつま市金峰町白川 【6日～14日
・大分川 【9日～】
・対馬市鶏知川 【10～11日】
●漂流遺体揚収等
【6日～

対馬

吊り上げ救助時にお
いても救助者・要救
助者ともマスク装着

物資輸送状況

孤立者救助状況


